
履修要覧　学部［2025年度入学者用］　新旧対照表

入学時に配布した履修要覧について、以下のとおり変更箇所があります。
変更年月日 ページ 変更項目 変更後 変更前

2026年3月19日 8 2　授業形態
授業には、対面により行われる「対面授業科目」とオ
ンデマンド（遠隔）により行われる「遠隔授業」の2種
類がある。

授業には、対面により行われる「面接授業」とオンデ
マンド（遠隔）により行われる「M科目」の2種類があ
る。

2026年3月19日 8 2　授業形態（１）

（１）対面授業科目
　対面での授業回数が全授業回数の半数を超える授業
をいう。対面授業科目においても、全授業回数の半数
を超えない範囲でオンデマンド授業が行われることが
ある。

（１）面接授業
　対面での授業回数が全授業回数の半数を超える授業
をいう。面接授業においても、全授業回数の半数を超
えない範囲でオンデマンド授業が行われることがあ
る。なお、授業は、原則として、面接授業で行われる。

2026年3月19日 8 2　授業形態（２）

（２）遠隔授業科目
　オンデマンドによる授業回数が全授業回数の半数を
超える授業をいう。遠隔授業科目は、卒業要件単位に
含めることができる単位数に上限が定められているの
で、遠隔授業科目により修得した単位数を各自で把握
し、在学期間を通して60単位を超えることのないよう
注意する。
【注意事項】
　学部における卒業要件単位数に含めることができる
遠隔授業科目の単位数の上限は60単位である。（大学
学則第30条2）
　単位互換制度や入学前既修得単位認定制度などによ
り、他大学で修得した授業科目の単位を本学で修得し
たとみなす場合、当該科目が「遠隔授業」で実施され
ている科目であれば、その単位数も上記上限に含まれ
る。

（２）M科目（遠隔授業科目）
　オンデマンドによる授業回数が全授業回数の半数を
超える授業をいう。「○○［M］」のように、科目名
の後ろに「［M］」と記載されている。M科目（遠隔授
業科目）は、卒業要件単位に含めることができる単位
数に上限が定められているので、遠隔授業科目により
修得した単位数を各自で把握し、在学期間を通して60
単位を超えることのないよう注意する。
【注意事項】
　学部における卒業要件単位数に含めることができる
遠隔授業の単位数の上限は60単位である。（大学学則
第30条2）
　単位互換制度や入学前既修得単位認定制度などによ
り、他大学で修得した授業科目の単位を本学で修得し
たとみなす場合、当該科目が「遠隔授業」で実施され
ている科目であれば、その単位数も上記上限に含まれ
る。

2026年3月19日 10
4　休講と補講等
（３）

①愛知県全域または愛知県西部の尾張西部・尾張東
部・西三河北西部・西三河南部・知多地域のうちいず
れかの地域に暴風警報が発表された場合および名古屋
市営交通機関（地下鉄・バス）がストライキ又は自然
災害等により全面運休又はこれに近い状況となった場
合、原則として下記の措置をとる。

①愛知県全域または愛知県西部の尾張西部・尾張東
部・西三河北西部・西三河南部・知多地域のうちいず
れかの地域に暴風警報が発表された場合および名古屋
市営交通機関（地下鉄・バス）が停止した場合、原則
として下記の措置をとる。

2026年3月19日 10
5　授業の出欠席
（２）

「学校保健安全法施行規則」に定める感染症に罹患し
た場合は、保健管理室に申し出る。

「学校保健安全法施行規則」に定める感染症に罹患し
た場合は、保健管理室に申し出て指示に従う。

2026年3月19日 14
5　履修登録単位数
の上限

⑦交流文化学科専門教育科目「英語海外研修」「中国
語海外研修」「フィールドスタディ言語1(アメリカ)」
「フィールドスタディ言語2(中国)」「フィールドスタ
ディ言語3(韓国)」「フィールドスタディ交流1(歴史と
文化)」「フィールドスタディ交流2(教育と開発)」
「フィールドスタディ交流4(国際開発と交流)」
「フィールドスタディ観光2(観光産業)」「フィールド
スタディ観光8(観光政策)」

⑦交流文化学科専門教育科目「英語海外研修」「中国
語海外研修」「フィールドスタディ言語1(アメリカ)」
「フィールドスタディ言語2(中国)」「フィールドスタ
ディ言語3(韓国)」「フィールドスタディ交流1(歴史と
文化)」「フィールドスタディ交流2(教育と開発)」
「フィールドスタディ観光2(観光産業)」「フィールド
スタディ観光8(観光政策)」

2026年3月19日 37
5　言語活用科目
［初めての外国語］

ナンバリング：2320
DP番号：DP0
科目番号：106011
科目：日本語Ⅲ
備考：日本語を第一言語としない者のみ履修可

-

2026年3月19日 37
5　言語活用科目
［初めての外国語］

ナンバリング：2320
DP番号：DP0
科目番号：106012
科目：日本語Ⅳ
備考：日本語を第一言語としない者のみ履修可

-

2026年3月19日 37
5　言語活用科目
［初めての外国語］

ナンバリング：3320
DP番号：DP0
科目番号：106013
科目：キャリア日本語Ⅰ
備考：日本語を第一言語としない者のみ履修可

-



2026年3月19日 37
5　言語活用科目
［初めての外国語］

ナンバリング：3320
DP番号：DP0
科目番号：106014
科目：キャリア日本語Ⅱ
備考：日本語を第一言語としない者のみ履修可

-

2026年3月19日 166-169

4　卒業に必要な単
位数（卒業要件単位
数）
表欄外

(注4)スキル科目の「日本語Ⅰ」、「日本語Ⅱ」、「日
本語Ⅲ」、「日本語Ⅳ」、「キャリア日本語Ⅰ」、
「キャリア日本語Ⅱ」は、卒業に必要な単位数に算入
しない。

(注4)スキル科目の「日本語Ⅰ」、「日本語Ⅱ」は、卒
業に必要な単位数に算入しない。

2026年3月19日 222

8　カリキュラム表
（食健康科学部健康
栄養学科　専門教育
科目）

ナンバリング：2420
DP番号：DP1
科目番号：291067
科目：食品加工学実習
備考：3時限続き隔週開講

ナンバリング：2410
DP番号：DP1
科目番号：291067
科目：食品加工学実習
備考：3時限続き隔週開講

履修要覧　学部［2024年度以前入学者用］　新旧対照表

入学時に配布した履修要覧について、以下のとおり変更箇所があります。
変更年月日 ページ 変更項目 変更後 変更前

2026年3月19日 8 2　授業形態
授業には、対面により行われる「対面授業科目」とオ
ンデマンド（遠隔）により行われる「遠隔授業」の2種
類がある。

授業には、対面により行われる「面接授業」とオンデ
マンド（遠隔）により行われる「M科目」の2種類があ
る。

2026年3月19日 8 2　授業形態（１）

（１）対面授業科目
　対面での授業回数が全授業回数の半数を超える授業
をいう。対面授業科目においても、全授業回数の半数
を超えない範囲でオンデマンド授業が行われることが
ある。

（１）面接授業
　対面での授業回数が全授業回数の半数を超える授業
をいう。面接授業においても、全授業回数の半数を超
えない範囲でオンデマンド授業が行われることがあ
る。なお、授業は、原則として、面接授業で行われる。

2026年3月19日 8 2　授業形態（２）

（２）遠隔授業科目
　オンデマンドによる授業回数が全授業回数の半数を
超える授業をいう。遠隔授業科目は、卒業要件単位に
含めることができる単位数に上限が定められているの
で、遠隔授業科目により修得した単位数を各自で把握
し、在学期間を通して60単位を超えることのないよう
注意する。
【注意事項】
　学部における卒業要件単位数に含めることができる
遠隔授業科目の単位数の上限は60単位である。（大学
学則第30条2）
　単位互換制度や入学前既修得単位認定制度などによ
り、他大学で修得した授業科目の単位を本学で修得し
たとみなす場合、当該科目が「遠隔授業」で実施され
ている科目であれば、その単位数も上記上限に含まれ
る。

（２）M科目（遠隔授業科目）
　オンデマンドによる授業回数が全授業回数の半数を
超える授業をいう。「○○［M］」のように、科目名
の後ろに「［M］」と記載されている。M科目（遠隔授
業科目）は、卒業要件単位に含めることができる単位
数に上限が定められているので、遠隔授業科目により
修得した単位数を各自で把握し、在学期間を通して60
単位を超えることのないよう注意する。
【注意事項】
　学部における卒業要件単位数に含めることができる
遠隔授業の単位数の上限は60単位である。（大学学則
第30条2）
　単位互換制度や入学前既修得単位認定制度などによ
り、他大学で修得した授業科目の単位を本学で修得し
たとみなす場合、当該科目が「遠隔授業」で実施され
ている科目であれば、その単位数も上記上限に含まれ
る。

2026年3月19日 10
4　休講と補講等
（３）

①愛知県全域または愛知県西部の尾張西部・尾張東
部・西三河北西部・西三河南部・知多地域のうちいず
れかの地域に暴風警報が発表された場合および名古屋
市営交通機関（地下鉄・バス）がストライキ又は自然
災害等により全面運休又はこれに近い状況となった場
合、原則として下記の措置をとる。

①愛知県全域または愛知県西部の尾張西部・尾張東
部・西三河北西部・西三河南部・知多地域のうちいず
れかの地域に暴風警報が発表された場合および名古屋
市営交通機関（地下鉄・バス）が停止した場合、原則
として下記の措置をとる。

2026年3月19日 10
5　授業の出欠席
（２）

「学校保健安全法施行規則」に定める感染症に罹患し
た場合は、保健管理室に申し出る。

「学校保健安全法施行規則」に定める感染症に罹患し
た場合は、保健管理室に申し出て指示に従う。

2026年3月19日 14
5　履修登録単位数
の上限

⑦交流文化学科専門教育科目「英語海外研修」「中国
語海外研修」「フィールドスタディ言語1(アメリカ)」
「フィールドスタディ言語2(中国)」「フィールドスタ
ディ言語3(韓国)」「フィールドスタディ交流1(歴史と
文化)」「フィールドスタディ交流2(教育と開発)」
「フィールドスタディ4(国際開発と交流)」「フィール
ドスタディ観光2(観光産業)」「フィールドスタディ観
光8(観光政策)」

⑦交流文化学科専門教育科目「英語海外研修」「中国
語海外研修」「フィールドスタディ言語1(アメリカ)」
「フィールドスタディ言語2(中国)」「フィールドスタ
ディ言語3(韓国)」「フィールドスタディ交流1(歴史と
文化)」「フィールドスタディ交流2(教育と開発)」
「フィールドスタディ観光2(観光産業)」「フィールド
スタディ観光8(観光政策)」



2026年3月19日 312

8　カリキュラム表
（食健康科学部健康
栄養学科　専門教育
科目）

ナンバリング：2420
DP番号：DP1
科目番号：291067
科目：食品加工学実習
備考：3時限続き隔週開講

ナンバリング：2410
DP番号：DP1
科目番号：291067
科目：食品加工学実習
備考：3時限続き隔週開講
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